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１８・１１・５

◆
三
鷹
市
立
ち
ど
り
こ
ど
も
園

条
例ち

ど
り
幼
稚
園
の
廃
園
後
の

施
設
活
用
と
し
て
、
子
育
て
支

援
に
関
す
る
地
域
ニ
U
ズ
に
適

合
す
る
保
育
と
幼
児
教
育
を
一

体
的
に
実
施
す
る
新
し
い
施
設

と
し
て
、「
ち
ど
り
こ
ど
も
園
」

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

新
た
に
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
と
し
て
、
①
学
校
運
営
協
議

会
委
員
、
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
U
ル
委
員
会
委
員
の
二
つ

の
職
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ

の
報
酬
額
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
立
児
童
遊
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
大
沢
坂
上
児
童
遊
園
」
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
子
ど
も
ひ
ろ
ば
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

む
ら
さ
き
子
ど
も
ひ
ろ
ば
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
を
行
う
こ
と
と
し
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
管
理
の
基
準
、

指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範

囲
、
休
館
日
、
開
館
時
間
等
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン

タ
U
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例障

害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
、
身
体
・
知
的
・
精
神

の
３
障
が
い
が
一
元
化
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
事
業
の
対
象
者
に

つ
い
て
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
ひ
と
り
親
家
庭
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
入
院
時
生
活
療
養
費
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
自

己
負
担
と
な
る
生
活
療
養
標
準

負
担
額
を
、
医
療
費
の
助
成
対

象
か
ら
除
く
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
と
と
も
に
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
定
の
所
得
を
有
す
る
高
齢

者
の
一
部
負
担
金
の
割
合
を
２

割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
、
出
産
育
児
一
時
金
を

30
万
円
か
ら
35
万
円
に
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
18
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
千
841
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
551
億
１
千
424

万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
18
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
億
３
千
409
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
146
億
４

千
485
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例「

大
沢
三
丁
目
環
境
緑
地
整

備
地
区
」
に
、
地
区
計
画
の
都

市
計
画
決
定
を
し
た
こ
と
に
伴

い
、
当
該
区
域
を
整
備
計
画
区

域
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
地
区
計

画
で
定
め
た
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
内
容
を
条
例
で
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
住
環
境

の
形
成
と
保
全
を
図
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
緑
化
率
の

最
低
限
度
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

「
大
沢
三
丁
目
環
境
緑
地
整

備
地
区
」
に
、
地
区
計
画
の
都

市
計
画
決
定
を
し
た
こ
と
に
伴

い
、
当
該
区
域
を
緑
化
率
指
定

区
域
に
加
え
、
当
該
区
域
の
建

築
物
の
緑
化
率
の
最
低
限
度
を

10
分
の
1.5
に
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
再
開
発

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
老
人
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
老
人
保

健
施
設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
受
託
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
委
嘱

に
つ
い
て

山
±

　
源
三
氏(

再
任)

加
藤
恵
津
子
氏(

新
任)

◆
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

道
路
パ
ト
ロ
U
ル
カ
U
と
市

内
在
住
者
と
の
接
触
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
額
を
222
万
779
円
と

す
る
こ
と
で
合
意
す
る
と
と
も

に
、
和
解
契
約
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

◇
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
差
し
上

げ
る
賀
詞

こ
の
た
び
　
悠
仁
皇
孫
殿
下
が

御
誕
生
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は

誠
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
　
こ
こ
に
三
鷹
市
議

会
は
　
市
民
と
と
も
に
　
謹
ん

で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

◇
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
に
差
し

上
げ
る
賀
詞

こ
の
た
び
　
悠
仁
親
王
殿
下
が

御
誕
生
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は

誠
に
慶
し
い
か
ぎ
り
で
あ
り
ま

す
　
秋
篠
宮
殿
下
　
同
妃
殿
下

の
　
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と

悠
仁
親
王
殿
下
の
　
お
健
や
か

な
御
成
育
　
御
隆
運
を
　
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
　
こ

こ
に
三
鷹
市
議
会
は
　
市
民
と

と
も
に
　
謹
ん
で
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す

Ω
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
率
の

緩
和
に
関
す
る
意
見
書

母
子
家
庭
は
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
な
が
ら
、

子
育
て
と
生
計
の
担
い
手
と
い

う
二
つ
の
役
割
を
一
人
で
担
っ

て
お
り
、住
居
、仕
事
、収
入
、養

育
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て

多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
。

平
成
15
年
４
月
に
「
児
童
扶
養

手
当
法
」
の
一
部
改
正
に
よ
る

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
５

年
を
経
過
し
た
と
き
、
ま
た
は

受
給
要
件
該
当
後
７
年
を
経
過

し
た
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
手
当
の
額
の

２
分
の
１
を
超
え
な
い
額
を
支

給
し
な
い
こ
と
と
す
る
措
置
の

導
入
で
あ
る
。
一
方
、
母
子
家

庭
の
母
の
自
立
に
向
け
た
就
業

支
援
策
が
種
々
展
開
さ
れ
て
既

に
２
年
が
経
過
し
た
が
、
母
子

家
庭
の
母
の
就
業
は
、
厳
し
い

社
会
情
勢
の
中
で
極
め
て
困
難

な
状
況
に
あ
る
。よ
っ
て
、本
市

議
会
は
、政
府
に
対
し
、児
童
扶

養
手
当
の
見
直
し
に
よ
る
受
給

５
年
後
ま
た
は
受
給
要
件
該
当

後
７
年
を
経
過
し
た
と
き
の
減

額
率
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、

母
子
家
庭
の
自
立
に
向
け
た
就

業
支
援
策
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

Ω
高
金
利
被
害
を
防
ぐ
た
め
の

貸
金
業
規
制
法
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書

サ
ラ
金
な
ど
の
高
金
利
被
害

を
防
ぐ
た
め
の
貸
金
業
規
制
法

改
正
に
向
け
た
動
き
が
大
詰
め

を
迎
え
て
い
る
。
異
常
な
高
金

利
で
利
払
い
に
追
わ
れ
、
複
数

の
サ
ラ
金
か
ら
融
資
を
受
け
多

重
債
務
に
陥
り
、
生
活
が
破
壊

さ
れ
、
破
産
や
自
殺
に
ま
で
追

い
込
ま
れ
る
と
い
う
悲
劇
を
繰

り
返
さ
せ
な
い
、
そ
の
原
点
に

立
っ
て
、
金
利
引
き
下
げ
の
実

効
あ
る
対
策
を
と
る
こ
と
は
、

社
会
的
な
合
意
と
な
っ
て
い

る
。
金
融
庁
が
今
回
の
法
改
正

で
灰
色
金
利
を
廃
止
し
、
上
限

金
利
を
一
本
化
す
る
こ
と
を
打

ち
出
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
少
額
・
短

期
の
融
資
に
限
っ
て
「
特
例
」

と
し
て
高
利
融
資
を
認
め
る
と

の
考
え
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
重
大
で
あ
る
。
多
重
債
務
に

よ
る
悲
劇
を
防
止
す
る
た
め
に

は
高
金
利
に
対
す
る
実
効
あ
る

規
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
社
会
の
合
意
で

あ
る
灰
色
金
利
の
撤
廃
、
上
限

金
利
の
引
き
下
げ
を
、
一
切
の

特
例
な
し
に
実
現
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

Ω
自
転
車
の
新
た
な
交
通
安
全

対
策
を
求
め
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
自
転
車
交
通
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
、
法
改
正
を
含
め

た
規
定
再
構
築
の
調
査
、
検
討

を
強
く
要
望
す
る
。

Ø
自
転
車
専
用
レ
U
ン
の
設
置

や
歩
道
の
整
備
へ
の
財
源
措
置

を
行
う
こ
と
。
∞
軽
車
両
の
位

置
づ
け
を
見
直
し
、
荒
川
区
な

ど
先
進
自
治
体
で
実
施
中
の
実

技
指
導
つ
き
安
全
運
転
講
習
会

及
び
修
了
証
制
度
を
全
国
的
に

導
入
し
、
運
転
マ
ナ
U
の
向
上

と
ル
U

ル
を
周
知
さ
せ
る
こ

と
。
±
明
白
な
違
反
に
つ
い
て
、

罰
金
に
よ
ら
な
い
改
善
策
を
新

設
し
、
違
反
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
。
≤
現
状
の
防
犯
登
録
制
度

か
ら
、
ナ
ン
バ
U
プ
レ
U
ト
型

の
登
録
制
度
に
発
展
さ
せ
、
あ

わ
せ
て
強
制
加
入
の
自
賠
責
保

険
制
度
と
加
入
時
点
検
を
、
既

存
の
Ｔ
Ｓ
マ
U
ク
と
同
程
度
の

負
担
で
導
入
し
、
当
て
逃
げ
の

抑
止
、事
故
時
の
迅
速
な
補
償
、

安
全
水
準
の
確
保
を
す
る
こ

と
。
≥
交
通
実
態
に
あ
わ
せ
て

ル
U
ル
な
ど
を
改
正
し
、
歩
行

者
な
ど
交
通
弱
者
に
配
慮
す
る

一
方
、
自
転
車
側
の
安
全
も
確

保
す
る
こ
と
。

Ω
ロ
U
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
導
入
に
向
け
た
公
職
選
挙
法

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

公
職
選
挙
法
は
平
成
15
年
秋

に
改
正
さ
れ
、
国
政
選
挙
に
お

い
て
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
頒

布
が
一
定
の
条
件
の
も
と
で
可

能
と
な
り
、
国
民
に
と
っ
て
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
が
身
近
な
も
の
と

な
っ
た
。
た
だ
し
、
首
長
及
び

地
方
議
員
選
挙
で
は
、
ロ
U
カ

ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
頒
布
に

多
く
の
制
約
が
あ
り
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
型
選
挙
実
現
の
妨
げ
と

可
決
し
た
議
案

第
3
回
定
例
会

市
長
提
出
議
案

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

補
正
予
算

人
事
議
案

そ
の
他

決
　
議

意
見
書
（
要
旨
）

決
算
の
認
定

議
員
提
出
議
案

母子家庭の支援策の一層の充実が求
められる …子育て支援室の窓口

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
市

議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
真
の
ロ
U
カ
ル
・
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
型
選
挙
を
定
着
さ
せ
る

た
め
、
次
の
内
容
の
公
職
選
挙

法
の
改
正
を
早
急
に
行
う
よ

う
、
強
く
要
望
す
る
。

Ø
有
権
者
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

入
手
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
告

示
前
後
を
問
わ
ず
、
選
挙
事
務

所
、
演
説
会
場
、
街
頭
演
説
の

場
所
、
公
開
討
論
会
会
場
等
で

の
ロ
U
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
頒
布
を
可
能
に
す
る
こ
と
。

∞
ロ
U
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
、
候
補
者
名
、
候
補
者
の
写

真
、
選
挙
名
の
掲
載
を
可
能
に

す
る
こ
と
。
±
ロ
U
カ
ル
・
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
、
イ
ン
タ
U
ネ

ッ
ト
環
境
を
活
用
し
た
公
開
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま

た
、
告
示
後
も
イ
ン
タ
U
ネ
ッ

ト
環
境
の
更
新
を
可
能
と
す
る

こ
と
。

◆
平
成
18
年
度
三
鷹
市
老
人
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
千
834
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
123
億
７

千
813
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
18
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
千
459
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
81
億
７
千
84

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

保
育
と
幼
児
教
育
相
互
の
特
色

を
生
か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る


